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庁舎の老朽化に伴い、空調設備と電気

設備の改修工事の経費です。

センターを安全に利用できるよう保守点

検などの管理運用経費と、老朽化に伴い

空調設備の改修工事の経費です。

庁舎等施設維持管理経費 保健福祉センター経費
1億4609万円 7486万3千円

母子保健法に基づいて、妊婦・乳幼児の
健康の保持や増進のため、健康診査や保
健指導を行います。また、不妊治療費助
成、妊婦健診や新生児聴覚検査の費用を
一部負担するための経費です。 

母子保健事業費
3417万9千円

宅地開発による子育て世帯の転入増加に

対応するため、神田学童保育所を増設す

る経費です。

放課後児童対策事業　
6849万3千円

　
平
成
31
年
度
当
初
予
算
は
、

４
月
に
行
わ
れ
る
町
長
選
挙
の

た
め
、
義
務
的
経
費
や
継
続
的

な
事
業
の
ほ
か
、
子
育
て
や
教

育
な
ど
に
影
響
の
な
い
よ
う
予

算
計
上
さ
れ
た
骨
格
予
算
と
な

り
ま
し
た
。

　
予
算
総
額
は
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
77
億
６
８
０
０
万
円
と
な

り
ま
し
た
。 

　

３
月
定
例
会
は
、３
月
１
日
か
ら
22
日
ま
で
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
度
一
般
会
計・特
別
会
計
の
補
正
予
算
や
平
成
31
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
、補
正
予
算・特
別
会
計
当
初
予
算
、条
例
の
制
定
な
ど

30
議
案
を
審
議
し
、全
会
一
致
、一
部
賛
成
多
数
で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

公 共 施 設 の 老 朽 化  で 投 資 的 経 費 の 増 加
人 件 費 な ど の 義 務 的   経 費 や 物 件 費 は 節 減
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給食配膳用食器の洗浄機などの修繕や炊飯設備
の更新工事の経費です。

給食センター維持管理経費
7912万1千円

老朽化の進む学校施設の計画的な修繕を行い
ます。ランチルーム、技術室などの空調設備
改修工事です。

施設整備費（中学校）
1428万2千円

4ｍ以上の道路幅員を確保し、整備すること
により、緊急車両や自動車、歩行者が安全に通
行できるよう整備します。

歩行者と車両が安心して通行できるよう整備
します。

橋を計画的に修繕します。 児童生徒などが安心して通行できるよう整備
します。

防災・安全交付金事業
　命と暮らしを守るインフラ再構築、または生活空間の安全確保のため、交付金を活用して4つの事業を
実施します。

580万円

3500万円

4994万8千円

1584万円

公 共 施 設 の 老 朽 化  で 投 資 的 経 費 の 増 加
人 件 費 な ど の 義 務 的   経 費 や 物 件 費 は 節 減

平成31年度
一般会計
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主
な
質
疑

4

主
な
質
疑

「
ふ
る
さ
と
納
税
」に
対
し

て
何
か
計
画
は
あ
り
ま
す
か
。

（
総
務
課
長
）新
た
に
納
税

者
に
こ
ど
も
歌
舞
伎
、
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
、
第
九
の
チ
ケ
ッ
ト
を

２
枚
送
付
す
る
た
め
の
予
算
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

庁
舎
等
改
修
工
事
で
は
、
耐

震
診
断
、
耐
久
診
断
で
の
最
優

先
は
ど
こ
で
す
か
。

（
総
務
課
係
長
）庁
舎
が
古

く
一
斉
に
更
新
す
る
こ
と
が
理

想
で
す
が
、
財
政
面
を
考
慮
し

て
年
間
計
画
を
立
て
、
優
先
順

位
を
付
け
て
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
予
算
編
成
で
、
一
番

重
き
を
置
い
た
こ
と
は
何
か
。

（
財
政
課
長
）骨
格
的
な
予

算
編
成
で
す
が
、
施
設
の
老
朽

化
で
改
修
工
事
な
ど
の
投
資
的

経
費
を
可
能
な
限
り
節
減
し
た

予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

斎
苑
運
営
管
理
経
費
の
施

設
修
繕
の
具
体
的
な
内
容
は
。

（
町
民
課
長
補
佐
）火
葬
炉

内
の
ア
ー
チ
部
な
ど
、
耐
熱
れ

ん
が
の
積
み
替
え
な
ど
を
行
い

ま
す
。

桑
名
広
域
清
掃
事
業
組
合

負
担
金
が
増
額
と
な
っ
た
理
由

は
。（

環
境
防
災
課
長
）Ｒ
Ｄ
Ｆ

化
施
設
の
約
半
年
分
の
処
理
経

費
は
減
り
ま
す
が
、新
ご
み
処
理

施
設
の
建
設
費
が
増
え
ま
す
。

平
準
化
は
し
て
い
ま
す
が
、
最

終
の
31
年
度
に
は
工
事
の
出
来

高
が
多
く
な
り
、
支
出
も
多
く

な
り
ま
す
。

産
婦
健
康
診
査
、
新
生
児
聴

覚
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
の
結

果
を
、
医
療
機
関
と
ど
の
よ
う

に
連
携
し
て
い
き
ま
す
か
。

（
健
康
づ
く
り
課
長
補
佐
）受

診
者
全
員
の
結
果
を
も
ら
い
、

基
本
は
医
療
機
関
か
ら
月
に
１

回
報
告
が
き
ま
す
。

神
田
学
童
保
育
所
の
建
設

規
模
は
。

（
子
ど
も
家
庭
課
長
補
佐
）

１
０
４
人
に
対
応
で
き
る
よ
う

考
え
て
い
ま
す
。

学童保育所建設予定地

新ごみ処理施設　完成予想図

文
化
の
発
信
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主
な
質
疑
と
補
正
予
算

5

消費に与える影響を緩和
プレミアム付商品券

プレミアム付商品券事業　　3084万２千円
　消費税・地方消費税率引き上げで、低所得者・子育て世帯の消費に与え
る影響を緩和するとともに、地域の消費を喚起・下支えすることが目的で
す。
　商品券は購入対象者が限られ対象者には通知されます。また、購入限度
額は定められています。

平成31年度
補正予算

　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業

費
、
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
費

の
増
加
に
伴
い
、
既
定
予
算
に

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
３
３
４

万
６
千
円
を
増
額
補
正
し
、
予

算
総
額
は
78
億
１
３
４
万
６
千

円
と
な
り
ま
す
。

Ｐ
Ｃ
Ｂ
含
有
量
調
査
の
内

容
は
。

（
建
設
課
係
長
）橋
り
ょ
う

に
使
用
さ
れ
て
い
る
塗
料
に
、

現
在
使
用
禁
止
さ
れ
て
い
る
Ｐ

Ｃ
Ｂ
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性

が
あ
る
の
で
、
１
年
で
調
査
し

ま
す
。

給
食
施
設
整
備
工
事
費
が

前
年
度
と
比
較
す
る
と
増
え
て

い
る
理
由
は
。

（
教
育
総
務
課
副
参
事
）老
朽

化
し
た
、
米
の
貯
蔵
施
設
か
ら

学
校
へ
の
分
配
作
業
ま
で
を
行

う
機
械
全
体
を
更
新
す
る
た
め

工
事
費
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。 PCB 調査対象の橋

ご
み
処
理
機
維
持
管
理
業

務
委
託
料
で
、
各
小
中
学
校
か

ら
残
飯
は
、
ど
の
程
度
毎
月
出

ま
す
か
。

（
教
育
総
務
課
副
参
事
）残

飯
は
メ
ニ
ュ
ー
に
も
よ
り
ま
す

が
、１
日
少
な
い
と
き
80
キ
ロ
、

多
い
と
き
は
１
３
０
キ
ロ
に
な

り
ま
す
。

陸
上
競
技
場
の
備
品
購
入

の
内
容
は
。

（
社
会
教
育
課
係
長
）サ
ッ

カ
ー
、
ア
メ
フ
ト
で
利
用
す
る

ス
コ
ア
ボ
ー
ド
、
熱
中
症
対
策

と
し
て
ミ
ス
ト
フ
ァ
ン
を
４
台

購
入
す
る
予
定
で
す
。

陸上競技場の環境がよくなります

おでかけ保育
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歳
入
歳
出
予
算
総
額
は
、

18
億
４
１
２
０
万
円
で
前
年
度

比
２
億
１
５
０
万
円
の
増
額
と

な
り
ま
し
た
。

　

第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画

の
給
付
費
や
介
護
予
防
、
日
常

生
活
支
援
事
業
の
費
用
、
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
推
進
す

る
た
め
の
在
宅
医
療
、
介
護
連

携
推
進
事
業
、
認
知
症
総
合
支

援
事
業
な
ど
計
上
し
ま
し
た
。

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
見

込
み
を
決
定
す
る
場
合
の
算
定

方
法
は
。

（
長
寿
福
祉
課
長
補
佐
）向
こ

う
３
年
間
の
計
画
を
立
て
、人
口

の
推
計
で
介
護
区
分
サ
ー
ビ
ス

利
用
の
見
込
み
を
立
て
ま
す
。

　

歳
入
歳
出
予
算
総
額
は
29

億
３
５
６
０
万
円
、
前
年
度
比

３
４
２
０
万
円
の
減
と
な
り
ま

す
。

　

被
保
険
者
数
を
５
４
６
６
人

と
し
て
保
険
給
付
費
な
ど
を
見

込
み
、
医
療
費
の
抑
制
と
適
正

化
を
図
る
た
め
、
特
定
健
康
診

査
や
レ
セ
プ
ト
点
検
な
ど
の
保

健
事
業
の
経
費
を
計
上
し
ま
し

た
。１

人
当
た
り
の
保
険
料
と
、

県
下
で
の
順
位
は
。

（
保
険
年
金
課
長
補
佐
）１

人
当
た
り
12
万
２
２
１
円
と
な

り
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
で
は
５
位
で
し

た
。

特別会計とは
特定の事業を行う場合、特定の歳入を財源としてその事業運用を
行う会計で、一般会計と区別して経理をします。

介
護
保
険

国
民
健
康
保
険

主
な
質
疑

主
な
質
疑

反
対
討
論（
大
崎
議
員
）

　

１
人
当
た
り
の
保
険
料
は
医

療
費
の
自
然
増
分
を
見
込
ん
で
、

２・５
％
増
の
12
万
２
２
１
円
で

す
。
自
然
増
分
は
被
保
険
者
負

担
で
は
な
く
、一
般
会
計
か
ら
の

繰
り
入
れ
で
、
引
き
下
げ
が
で

き
ま
す
。

　
子
育
て
世
代
応
援
の
た
め
に
、

子
ど
も
の
均
等
割
の
減
額
を
求

め
て
反
対
し
ま
す
。

賛
成
討
論（
川
瀬
議
員
）

　
被
保
険
者
の
け
が
や
出
産
な

ど
に
必
要
な
給
付
を
行
う
、
大

事
な
保
険
制
度
で
す
。

　

関
係
法
令
、
条
例
な
ど
に
基

づ
い
た
保
険
料
の
軽
減
措
置
や

前
年
度
繰
越
金
を
活
用
し
た
保

険
料
軽
減
、
低
所
得
世
帯
へ
の

配
慮
を
し
た
予
算
計
上
で
あ
り
、

適
正
な
制
度
運
用
で
あ
る
こ
と

か
ら
賛
成
し
ま
す
。

反
対
討
論（
大
崎
議
員
）

　
国
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の

支
援
を
採
点
、
評
価
す
る
保
険

者
機
能
強
化
推
進
交
付
金
を
配

分
し
、
給
付
削
減
を
計
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。

　
本
来
の
自
立
は
公
的
制
度
や

支
援
を
使
い
、
そ
の
人
ら
し
い

生
活
が
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き

で
、
サ
ー
ビ
ス
を
打
ち
切
る
こ

と
に
は
反
対
し
ま
す
。

賛
成
討
論（
川
瀬
議
員
）

　
社
会
全
体
で
支
え
る
制
度
と

し
て
、
介
護
給
付
や
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
事
業
、
予
防
へ
の
啓

発
、
専
門
職
に
よ
る
相
談
な
ど

の
計
画
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、保
険
料
で
は
、低
所
得

者
の
軽
減
措
置
も
加
味
さ
れ
、

適
正
な
制
度
運
営
の
予
算
で
あ

る
こ
と
か
ら
賛
成
し
ま
す
。 

平成31年度の特別会計  ・企業会計予算の状況は
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歳
入
歳
出
予
算
総
額
は
８
億

４
４
１
０
万
円
と
な
り
、
前
年

度
比
３
５
３
０
万
円
の
増
額
と

な
り
ま
し
た
。

　

城
山
地
区
の
マ
ン
ホ
ー
ル
ふ

た
取
替
工
事
の
実
施
、
新
規
事

業
で
は
長
深
地
区
の
下
水
道
区

域
拡
大
に
伴
う
測
量
設
計
業
務

を
委
託
し
ま
す
。

マ
ン
ホ
ー
ル
ふ
た
の
取
り

替
え
は
、
団
地
内
は
す
べ
て
終

了
に
な
る
の
で
す
か
。

（
上
下
水
道
課
長
）笹
尾
地

区
約
７
７
０
枚
は
、
す
べ
て
終

了
し
て
い
ま
す
。

　

城
山
地
区
は
、
約
４
２
０
枚

を
今
後
４
年
か
け
て
取
り
替
え

て
い
く
予
定
で
す
。

　
歳
入
歳
出
予
算
総
額
は
３
億

10
万
円
で
、
前
年
度
比
１
５
４

０
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

被
保
険
者
数
は
３
１
０
７
人
を

見
込
み
ま
し
た
。

　
75
歳
以
上
の
高
齢
者
な
ど
を

対
象
に
、
三
重
県
の
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
で
保
険
の
給

付
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

団
塊
の
世
代
に
よ
る
影
響

は
ど
れ
く
ら
い
あ
り
ま
す
か
。　

 

（
保
険
年
金
課
長
）人
口
の

統
計
で
推
測
す
る
と
、
今
後
15

年
は
続
く
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
予
定
給
水
戸
数
９
７
５
０
戸
、

収
入
で
３
億
３
０
９
７
万
円
、

支
出
は
２
億
８
９
５
０
万
４
千

円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

建
設
改
良
費
で
は
、
新
低
区

配
水
池
増
設
工
事
、
第
一
水
源

地
の
機
械・
電
気
盤
な
ど
の
設

備
更
新
工
事
を
し
ま
す
。

　

ま
た
、
県
道
菰
野
東
員
線
配

水
管
布
設
工
事
を
行
い
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療

下
水
道
事
業

水
道
事
業

主
な
質
疑

主
な
質
疑

元気にゲートボール

主
な
質
疑

県
道
菰
野
東
員
線
配
水
管

布
設
工
事
は
。

（
上
下
水
道
課
長
）水
圧
が

低
く
、
水
量
が
少
な
い
長
深
地

区
の
水
量
の
安
定
を
図
る
た
め
、

南
大
社
地
区
の
配
水
管
と
接
続

し
ま
す
。

配水管の接続場所

平成31年度の特別会計  ・企業会計予算の状況は
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一
般
会
計　

補
正
予
算

8

　既定予算に歳入歳出それぞれ２億２８５５万５千円を増額補正し、予算

総額を78億１１９６万２千円としました。

　歳出では、損害賠償請求の和解金とコミュニティバスの修繕費および中

学校の防犯カメラ設置などです。

　また、今後の公共施設や教育施設の整備に備え、それぞれの基金への積

立金を計上しました。 

中学校改修工事費　　　　　　　　　　　421万6千円

コミュニティバス事業　　　　　 　　　　　 240万円

医 療 給 付 費  　　　　　　　　　　　　　　　200万 円

消防事務委託事業　　　　　　　　　　　123万7千円

後期高齢者医療療養給付費負担金　  　　　　　659万5千円

基金積立金　　　　　　　　　　　　2億5000万円

　第一中学校と第二中学校に生徒の安全

確保のため、防犯カメラを設置します。

　オレンジバスのエンジンのオーバーホールや

排気ブレーキなどの修繕です。

　インフルエンザの流行で、子ども医療費の支出が増加する見込みのため増額します。

　消防事務委託事業の支出見込みが確定した

ことによる精査です。

　平成２９年度の療養給付費負担金の確定に伴う増額です。

　平成30年度の決算を見込み、将来の財政負担に備えて公共施設整備基金に１億円、

教育施設整備基金に1億5000万円を積み立てます。

平成30年度
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特
別
会
計　

補
正
予
算

9

国
民
健
康
保
険

後
期
高
齢
者
医
療

下
水
道
事
業

　

既
定
予
算
に
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
３
９
３
６
万
１
千
円

を
増
額
補
正
し
、
予
算
総
額
を

30
億
１
１
６
１
万
７
千
円
と
し

ま
し
た
。  

　

主
な
内
容
は
、
諸
支
出
金
で

平
成
29
年
度
療
養
給
付
費
負
担

金
な
ど
の
精
算
で
す
。

　
既
定
予
算
に
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
２
３
９
９
万
円
を
増
額
補

正
し
、
予
算
総
額
を
３
億
８
８

９
万
円
と
し
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
、
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
納
付
金
の
保
険

料
等
負
担
金
な
ど
の
精
査
に
よ

る
増
額
で
す
。

介
護
保
険

　
既
定
予
算
に
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
１
億
５
千
万
円
を
増
額
補

正
し
、
予
算
総
額
を
18
億
７
５

８
５
万
１
千
円
と
し
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
、介
護
給
付
費
準

備
基
金
積
立
金
の
増
額
で
す
。

　
既
定
予
算
か
ら
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
１
０
３
１
万
８
千
円

を
減
額
補
正
し
、
予
算
総
額
を

８
億
４
９
７
万
９
千
円
と
し
ま

し
た
。

　

主
な
内
容
は
、
管
渠き
ょ

整
備
費

と
流
域
下
水
道
事
業
費
の
精
査

に
よ
る
減
額
で
す
。

たくさんの思い出ありがとう

みんなで楽しく、福笑い

活躍している女性

稲部幼稚園・いなべ保育園

し
だ
れ
桜
の
下
で
お
茶
会
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「
男
女
共
同
参
画
社
会
」と
は
、

男
女
が
互
い
に
そ
の
人
権
を
尊

重
し
、
喜
び
も
責
任
も
分
か
ち

合
い
、性
別
に
関
わ
り
な
く
、そ

の
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮

で
き
る
社
会
で
す
。

　
誰
も
が
自
分
ら
し
く
、活
躍
で

き
る
社
会
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
の
条
例
を
制
定
し
ま
す
。

　
平
成
26
年
度
か
ら
導
入
さ
れ

た「
み
え
森
と
緑
の
県
民
税
」の

一
部
を
活
用
し
、
各
市
町
に
交

付
さ
れ
る
交
付
金
を
、
基
金
と

し
て
積
み
立
て
る
た
め
の
基
金

を
設
置
す
る
条
例
で
す
。

　

災
害
に
強
い
森
林
づ
く
り
、

町
民
全
体
で
森
林
を
支
え
る
社

会
づ
く
り
を
推
進
す
る
施
策
に

要
す
る
経
費
の
財
源
に
充
て
ら

れ
ま
す
。

条
例
の
制
定
・
一
部
改
正

10

男
女
共
同
参
画
推
進
条
例

の
制
定

み
え
森
と
緑
の
県
民
税
市
町

交
付
金
基
金
条
例
の
制
定

森
林
環
境
贈
与
税
基
金
条
例

の
制
定

福
祉
医
療
費
の
助
成
に

関
す
る
条
例
の
改
正

国
民
健
康
保
険
条
例
の
改
正

　

町
が
行
う
森
林
整
備
と
、
そ

の
促
進
に
関
す
る
費
用
に
特
定

さ
れ
る
譲
与
税
が
交
付
さ
れ
ま

す
。

　
森
林
面
積
の
少
な
い
本
町
は

単
年
度
の
譲
与
税
が
少
な
い
こ

と
か
ら
基
金
を
設
置
し
、
効
率

的
か
つ
効
果
的
に
活
用
す
る
た

め
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
の

改
正
に
よ
り
、
保
険
料
の
賦
課

限
度
額
や
低
所
得
者
に
係
る
軽

減
判
定
所
得
な
ど
の
見
直
し
を

行
う
も
の
で
す
。

　
国
が
定
め
る
基
準
に
合
わ
せ
、

賦
課
限
度
額（
医
療
分
）58
万
円

か
ら
61
万
円
に
引
き
上
げ
、
保

険
料
の
合
計
賦
課
限
度
額
は

96
万
円
に
な
り
ま
す
。

　
軽
減
判
定
所
得
の
算
定
で
は
、

被
保
険
者
数
に
乗
じ
る
額
を

２
割
軽
減
で
は
、
50
万
円
か
ら

51
万
円
に
、
５
割
軽
減
で
は
、

27
万
５
千
円
を
28
万
円
に
引
き

上
げ
、
軽
減
対
象
の
拡
大
が
図

ら
れ
ま
す
。 

　

未
就
学
児
を
対
象
に
、
窓
口

で
の
支
払
い
を
無
く
し
、
保
護

者
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る

も
の
で
す
。

　

こ
の
改
正
は
、
令
和
元
年
９

月
１
日
以
後
の
診
療
に
か
か
る

助
成
に
適
応
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

元気な子ども

災害に強い森林づくり
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新しい議会構成です
　

平
成
31
年
３
月
１
日
、
任
期
満
了
に
伴
い
、
議
長
・
副
議
長
の
選
挙
後
、
４
つ
の
常
任
委
員
会
と
議
会
運
営
委
員
会
の

新
し
い
役
員
・
委
員
を
選
任
し
ま
し
た
。

南部　豊　副議長 三宅　耕三　議長

◎ 委員長　○ 副委員長

監査委員 　山本　陽一郎

総 務 建 設
常任委員会

◎大谷　勝治 ○近藤　敏彦 　水谷　喜和

　鷲田　昭男 　山本　陽一郎 　大崎　潤子

教 育 民 生
常任委員会

◎三林　　浩 ○川瀬　孝代 　石垣　智矢

　山崎　まゆみ 　島田　正彦 　南部　　豊

予算決算常任委員会 ◎水谷　喜和 ○山崎　まゆみ 　他１０人

議 会 広 報
常任委員会

◎山崎　まゆみ ○大谷　勝治 　南部　　豊

　水谷　喜和 　鷲田　昭男 　川瀬　孝代

桑名広域清掃事業組合議会議員 　三宅　耕三

桑名・員弁広域連合議会議員 　大谷　勝治 　南部　　豊

消防委員 　大谷　勝治 　三林　　浩 　島田　正彦

議会運営委員会
◎川瀬　孝代 ○大崎　潤子 　大谷　勝治

　三林　　浩 　山崎　まゆみ 　水谷　喜和

都市計画審議会委員
近藤　敏彦 水谷　喜和

鷲田　昭男 山本　陽一郎

議
会
構
成　

３
月
１
日　

役
選

11

※平成 31 年 3 月 25 日付けで石垣智矢議員は辞職されました。
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各 議 員 の 賛 否
平成 31 年第 1 回（3 月）定例会

審
議
結
果

議員名

議案名

大 

谷 
勝 
治

三  
林    

浩

石 
垣 

智 

矢

山
崎
ま
ゆ
み

近 

藤 

敏 

彦

島 

田 

正 

彦

南  

部   

豊

水 

谷 

喜 

和

鷲 

田 

昭 

男

川 

瀬 

孝 

代

三 

宅 

耕 

三

山
本
陽
一
郎

大 

崎 

潤 

子

可 固定資産評価審査委員会の委員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ｰ ○ 欠

可 町道の路線認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ｰ ○ 欠

可 東員町男女共同参画推進条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ｰ ○ ○

可 東員町職員定数条例の一部を改正する条例の制定に
ついて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ｰ ○ ○

可 東員町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部
を改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ｰ ○ ○

可 東員町みえ森と緑の県民税市町交付金基金条例の制
定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ｰ ○ ○

可 東員町森林環境譲与税基金条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ｰ ○ ○

可 東員町福祉医療費の助成に関する条例の一部を改正
する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ｰ ○ ○

可 東員町立保育所設置条例の一部を改正する条例の制
定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ｰ ○ ○

可
東員町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関
する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定
について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ｰ ○ ○

可 東員町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制
定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ｰ ○ ○

可
東員町水道事業の布設工事監督者及び水道技術管理
者に関する条例の一部を改正する条例の制定につい
て

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ｰ ○ ○

可 桑名広域清掃事業組合規約の変更に関する協議につ
いて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ｰ ○ ○

可 員弁地区介護認定審査会共同設置規約の変更に関す
る協議について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ｰ ○ ○

可 いなべ市・東員町障害者介護給付費等の支給に関す
る審査会共同設置規約の変更に関する協議について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ｰ ○ ○

可 損害賠償の額を定め和解することについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ｰ ○ ○

12

議
員
の
賛
否
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各 議 員 の 賛 否
平成 31 年第 1 回（3 月）定例会

審
議
結
果

議員名

議案名

大 

谷 
勝 
治

三  
林    

浩

石 
垣 

智 

矢

山
崎
ま
ゆ
み

近 

藤 

敏 

彦

島 

田 

正 

彦

南  

部   

豊

水 

谷 

喜 

和

鷲 

田 

昭 

男

川 

瀬 

孝 

代

三 

宅 

耕 

三

山
本
陽
一
郎

大 

崎 

潤 

子

可 平成３０年度東員町一般会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ｰ ○ ○

可 平成３０年度東員町国民健康保険特別会計補正予算
（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ｰ ○ ○

可  平成３０年度東員町後期高齢者医療特別会計補正
予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ｰ ○ ○

可 平成３０年度東員町介護保険特別会計補正予算（第
３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ｰ ○ ○

可 平成３０年度東員町下水道事業特別会計補正予算
（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ｰ ○ ○

可 平成３１年度東員町一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ｰ ○ ○

可 平成３１年度東員町国民健康保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ｰ ○ ×

可 平成３１年度東員町後期高齢者医療特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ｰ ○ ○

可 平成３１年度東員町介護保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ｰ ○ ×

可 平成３１年度東員町下水道事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ｰ ○ ○

可 平成３１年度東員町水道事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ｰ ○ ○

可 監査委員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ｰ ○ ○

可 消防委員会の委員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ｰ ○ ○

可 平成３１年度東員町一般会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ｰ ○ ○

議長（－）は採決に加わらない。ただし、可否同数の場合は議長裁決。○は賛成、×は反対、欠は欠席。

議
員
の
賛
否

13
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１．近藤　敏彦………………………………………………… 15
　　１．第一中学校の移転について
　　２．行政サービスについて

２．鷲田　昭男………………………………………………… 16
　　１．新年度予算について
　　２．オレンジバスをこれまでのような形で運行を続けるのか
　　３．機構改革について

３．大谷　勝治………………………………………………… 17
　　１．役場窓口業務について
　　２．マイナンバーカードについて
　　３．公園管理について
　　４．道路の安全性と環境対策について

４．山崎　まゆみ……………………………………………… 18
　　１．協働のまちづくりについて

６．石垣　智矢………………………………………………… 19
　　１．本町のまちづくりについて

町
政
を
問
う

　一般質問とは、町政財政全般
について、町長の考えや疑問点
を質

ただ
す政策論議のことをいい、

定例会のみ行われます。

原稿は質問者が作成したものを掲載しています。

５
人
が

一般質問

過去の一般質問はこちらから

14



三重県東員町議会だより　139 号　　平成 31 年 4 月 19 日発行
15

第一中学校の移転先は
役場北側の計画です

近こ
ん

藤ど
う

敏と
し

彦ひ
こ

一般質問

再
質
問
（
一
問
一
答
）

問
平
成
24
年
６
月
定
例
会

で
、
私
は
第
一
中
学
校

の
移
転
に
つ
い
て「
武
道
館
や

体
育
館
な
ど
の
町
の
施
設
を
共

用
す
る
こ
と
で
、
建
設
コ
ス
ト

が
抑
え
ら
れ
る
」と
提
言
し
ま

し
た
。
教
育
長
の
答
弁
は「
町

の
施
設
は
一
般
町
民
が
利
用
す

る
た
め
、
学
校
で
の
利
用
は
で

き
な
い
」と
い
う
内
容
で
し
た
。 

　

し
か
し
、
平
成
31
年
２
月
の

議
員
へ
の
説
明
で
は
、
町
の
施

設
を
共
用
す
る
と
の
こ
と
で
し

た
が
、
こ
の
７
年
間
で
な
ぜ
方

針
転
換
を
し
た
の
か
を
伺
い
ま

す
。 答

教
育
長　
以
前
の
答
弁

で
は
、
役
場
施
設
の
共

用
は
大
変
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
が
、
体
育
館
は
学
校
独
自
の

も
の
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
し

た
。  

問
役
場
北
側
の
土
地
に
建

設
す
る
と
い
う
案
は
、

確
定
で
す
か
。
ほ
か
に
安
価
で

条
件
が
整
っ
た
良
い
候
補
地
が

あ
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
で
も
再
検

討
し
ま
す
か
。

答
教
育
長　
こ
れ
は
あ
く

ま
で
も
教
育
委
員
会
で

の
計
画
で
す
が
、
何
年
も
か
け

て
、
こ
の
土
地
を
選
定
し
ま
し

た
。
で
き
れ
ば
こ
の
ま
ま
進
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

問
陸
上
競
技
場
の
西
側
の

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
が

町
の
土
地
で
あ
れ
ば
、
新
た
な

買
収
は
不
要
で
、
陸
上
競
技
場

を
利
用
で
き
れ
ば
安
価
に
で
き

る
と
思
い
ま
す
が
、
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

答
教
育
長　
役
場
北
を
選

定
し
た
の
は
、
武
道
館

や
ひ
ば
り
ホ
ー
ル
な
ど
町
の
施

設
と
相
互
利
用
で
き
、
小
中
学

校
の
ハ
ブ
校
と
し
て
、
町
の
顔

に
し
た
い
と
い
う
思
い
も
あ
り

ま
す
の
で
、
や
は
り
適
切
な
場

所
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

問
亡
く
な
っ
た
方
の
手
続

き
の
窓
口
を
一
本
化
し

て
は
ど
う
で
す
か
。   

答
副
町
長　
ど
の
窓
口
で

受
け
た
お
客
さ
ん
で
も
、

ほ
か
の
要
件
が
あ
る
場
合
に
は

そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
職
員
が
出
向

き
、
お
客
さ
ん
が
移
動
す
る
こ

と
が
な
い「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
役
場
職
員
の
あ
い
さ
つ

が
不
十
分
に
感
じ
ま

す
。
マ
ナ
ー
教
育
な
ど
は
し
て

い
ま
す
か
。 

答
総
務
部
長　
新
採
用
の

と
き
か
ら
、
あ
い
さ
つ

や
接
遇
の
研
修
は
し
て
い
ま
す

が
、改
め
て
徹
底
し
ま
す
。 

窓
口
の
一
本
化
は

ここじゃダメなの？
多目的グラウンド



三重県東員町議会だより　139 号　　平成 31 年 4 月 19 日発行
16

※
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
と
は

人

生

に

影

響

の

あ

る

大

き

な

出
来
事
。

骨格的な予算編成は
 緊急的な事業費を計上しました

大きな修繕です。費用も…

一般質問

鷲わ
し

田だ

昭あ
き

男お

部
長
制
度
廃
止
の
影
響
は

問
新
年
度
予
算
は
町
長
選

挙
が
行
わ
れ
る
こ
と
か

ら
、
通
常
は
骨
格
予
算
と
な
り

ま
す
。

　

し
か
し
、
予
算
内
容
は
事
業

と
し
て
ほ
と
ん
ど
組
み
込
ま
れ

て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、

そ
の
理
由
を
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
次
の
６
月
議
会
で
、

大
き
な
事
業
を
補
正
す
る
考
え

が
あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。  

答
町
長　
平
成
31
年
度
の

当
初
予
算
は
町
長
選
挙

が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

骨
格
的
な
予
算
編
成
と
な
り
ま

す
。

　

経
費
と
し
て
は
義
務
的
経
費

や
物
件
費
を
節
約
し
、
緊
急
的

な
も
の
や
法
規
制
に
よ
り
必
要

な
投
資
的
な
事
業
費
を
計
上
し

た
結
果
、
予
算
総
額
は
前
年
度

比
で
３・
８
％
の
増
と
な
り
ま

し
た
。

　

予
算
規
模
が
前
年
度
よ
り
大

き
く
な
っ
た
主
な
要
因
は
、保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
や
役
場
庁
舎
の

劣
化
し
た
空
調
施
設
の
改
修
と
、

水
道
事
業
が
行
う
配
水
池
増
強

工
事
に
対
す
る
出
資
で
す
。

　

６
月
議
会
で
は
、
肉
付
け
予

算
を
計
上
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
中
で
も
東
員
第
一
中
学
校

の
移
転
整
備
に
関
し
て
は
喫
緊

の
課
題
と
し
て
い
ま
す
が
、
当

年
度
に
必
要
と
な
る
経
費
を
精

査・
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
子
育
て
環
境
の

整
備
を
は
じ
め
と
す
る「
町
民

の
福
祉
の
増
進
」を
図
る
こ
と

な
ど
、事
業
精
査
が
必
要
で
す
。

問
４
月
か
ら
機
構
改
革
に

よ
り
部
長
制
度
が
廃
止

さ
れ
、
課
長
が
最
前
線
に
立
つ

こ
と
か
ら
、
従
来
と
比
べ
命
令

系
統
が
大
き
く
変
わ
る
と
思
い

ま
す
が
、
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ

ッ
ト
は
何
で
す
か
。

　

ま
た
、
部
長
制
が
な
く
な
る

こ
と
に
よ
る
費
用
の
面
は
ど
う

な
る
の
か
伺
い
ま
す
。  

答
副
町
長　
事
務
量
が
増

加
す
る
中
、
今
後
も
質

の
高
い
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
た
め
、
部
制
を
廃
止
し
ま

す
。

　
部
長
制
を
廃
止
す
る
こ
と
で
、

実
務
に
あ
た
る
職
員
数
を
多
く

し
、
簡
素
で
機
動
的
な
組
織
を

構
築
す
る
も
の
で
す
。
意
思
決

定
な
ど
は
、町
政
運
営
会
議(

仮

称)

な
ど
を
設
け
、よ
り
一
層
の

議
論
や
連
携
を
深
め
ま
す
。

　

制
度
の
廃
止
に
よ
り
、
管
理

職
手
当
の
見
直
し
を
行
い
ま
す

が
、
年
間
経
費
の
大
き
な
縮
減

は
あ
り
ま
せ
ん
。
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一般質問

大お
お

谷た
に

勝か
つ

治じ

総合窓口の取り組みは
  親切な窓口サービスを進めます

※
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
と
は

　

人
生
に
影
響
の
あ
る
大
き
な

　

出
来
事
。

安
全
性
と
環
境
対
策
は

問
窓
口
業
務
は
多
岐
に
わ

た
り
、
来
庁
者
に
と
っ

て
分
か
り
に
く
く
、
不
便
さ
を

感
じ
て
い
ま
す
。

　
来
庁
者
に
と
っ
て
利
便
性
が

あ
る
総
合
窓
口
へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
生
活
部
長　
現
在
ラ
イ

フ
イ
ベ
ン
ト
に
関
連
す

る
各
種
手
続
は
、
最
初
に
手
続

き
を
行
っ
た
窓
口
で
完
了
す
る

よ
う
に
、
各
担
当
者
が
出
向
き

対
応
す
る「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓

口
」に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

窓
口
の
改
善
を
含
め
、
庁
内

横
断
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
組
織
し
て
利
便
性
を
考
え

て
い
き
ま
す
。 　

 

問
窓
口
サ
ー
ビ
ス
を
、
来

庁
者
に
分
か
る
よ
う
に

す
る
こ
と
が
安
心
感
を
与
え
、

業
務
効
率
も
上
が
る
と
思
い
ま

す
が
、い
か
が
で
し
ょ
う
か
。  

答
生
活
部
長　
ロ
ビ
ー
中

央
に
総
合
案
内
表
示
を

し
て
目
に
と
ま
る
工
夫
や
、
証

明
発
行
と
転
入・
転
出
の
窓
口

を
分
け
る
な
ど
、
待
ち
時
間
の

短
縮
を
図
り
、
よ
り
親
切
な
窓

口
サ
ー
ビ
ス
を
順
次
進
め
て
い

き
ま
す
。

問
体
の
不
自
由
な
方
の
窓

口
対
応
の
現
状
を
伺
い

ま
す
。 

答
生
活
部
長　
耳
の
不
自

由
な
方
に
は
手
話
、
筆

談
の
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
耳
の
マ
ー
ク
を
受
付

カ
ウ
ン
タ
ー
に
表
示
し
て
い
ま

す
。
要
望
が
あ
れ
ば
、
話
し
合

い
の
場
を
持
ち
、
引
き
続
き
対

応
し
ま
す
。

問
道
路
の
安
全
性
と
環
境

対
策
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

①
健
康
増
進
に
散
歩
を
す
る
人

が
増
え
て
い
ま
す
。
歩
道
の
整

備
状
況
は
。

②
笹
尾
、
城
山
地
区
を
大
型
ダ

ン
プ
カ
ー
が
通
り
抜
け
る
の
を

見
か
け
ま
す
。
住
宅
地
の
環
境

対
策
は
。

③
道
路
標
識
の
点
検
管
理
の
現

状
は
。  

答
建
設
部
長　
①
笹
尾
地

区
は
街
路
樹
を
撤
去
し

歩
道
幅
員
を
広
げ
る「
歩
道
整

備
」に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

城
山
地
区
は
、
倒
木
の
恐
れ
の

あ
る
街
路
樹
を
随
時
撤
去
し
、

舗
装
し
て
い
き
ま
す
。

②
規
制
と
は
別
に
運
転
手
に
協

力
を
求
め
る
場
合
は
、
自
治
会

な
ど
で
協
力
内
容
を
明
記
し
た

看
板
を
設
置
す
る
こ
と
も
可
能

と
考
え
ま
す
が
、
関
係
機
関
と

の
協
議
が
必
要
で
す
。

③
標
識
を
含
め
た
町
道
の
点
検

は
、
週
２
回
行
っ
て
い
ま
す
。

規
制
を
伴
う
標
識
は
警
察
の
管

理
と
な
り
、
破
損
な
ど
が
あ
れ

ば
警
察
に
連
絡
し
ま
す
。 　

再
質
問
（
一
問
一
答
）

より親切な窓口サービスを
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積
極
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
関

わ
っ
て
い
く
ん
だ
、
と
い
う
町

民
の
方
か
ら
手
を
挙
げ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

企
業
な
ど
で
培
っ
た
専
門
的

な
知
識
、
多
種
多
様
な
技
術
を

身
に
付
け
た
町
民
が
た
く
さ
ん

み
え
ま
す
。
こ
う
し
た
有
用
な

人
材
を
ま
ち
づ
く
り
に
活
用
す

る
た
め
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
―
と
競
合
し
な
い
形
で「
人

材
バ
ン
ク
」の
立
ち
上
げ
を
調

整
し
て
い
ま
す
。 

一般質問

山や
ま

崎ざ
き

ま
ゆ
み

協働のまちづくりは
  町民や官民と連携します

再
質
問
（
一
問
一
答
）

問
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。 

①「
お
み
ご
と
東
員
人
」と
し
て

紹
介
す
る
目
的
は
。

②「
お
み
ご
と
活
躍
セ
ミ
ナ
―
」

の
効
果
は
。

③
若
者
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
立
場
の
方
が
活
躍
で

き
る「
場
づ
く
り
」「
人
づ
く
り
」

「
役
割
り
づ
く
り
」は
。

   
答
町
長　
①「
若
者
、女
性
、

高
齢
者
、
障
が
い
者
な

ど
が
活
躍
で
き
る
地
域
づ
く
り
」

に
基
づ
き
実
施
し
て
い
ま
す
。

多
く
の
町
民
が
活
動
の
質
や
幅

を
向
上
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。 

②
参
加
者
の
行
動
を
起
こ
す
き

っ
か
け
や
ヒ
ン
ト
を
得
て
活
動

し
始
め
、
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

に
登
録
す
る
人
も
い
ま
す
。 　
　
　
　
　
　

③
こ
れ
ま
で
農
福
連
携
事
業
や

障
が
い
者
の
一
般
就
労
、
若
者

の
農
業
へ
の
参
入
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
子
育
て
環
境
を
充
実

さ
せ
る
こ
と
で
、
女
性
の
社
会

進
出
を
促
す
取
り
組
み
も
進
め

て
い
ま
す
。

　

急
速
な
高
齢
化
を
迎
え
る
本

町
で
は
、
特
に
シ
ニ
ア
世
代
の

方
が
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た

能
力
を
発
揮
し
、
活
躍
で
き
る

就
業
の
場
の
創
出
や
活
躍
で
き

る
メ
ニ
ュ
ー
づ
く
り
を
整
え
て

い
き
ま
す
。

　

町
民
や
大
学
、
民
間
企
業
と

の
協
働
に
つ
い
て
は
今
後
も
さ

ら
に
連
携
を
発
展
さ
せ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。       

問
「
町
民
と
行
政
の
協
働
」

を
促
進
さ
せ
る
た
め
の

方
策
は
。      

答
町
長　
行
政
で
な
い
と

担に
な

え
な
い
事
業
と
行
政

で
な
く
と
も
担
え
る
事
業
を
き

ち
ん
と
分
け
、
得
意
分
野
が
あ

る
町
民
に
で
き
る
だ
け
任
せ
る

よ
う
に
し
て
い
か
な
い
と
い
け

ま
せ
ん
。

子育てのための積極的活動
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問
町
長
の
考
え
る
町
の
将

来
像
は
ど
の
よ
う
な
も

の
で
す
か
。

　

ま
た
、
将
来
を
見
据
え
た
ま

ち
づ
く
り
を
、
ど
の
よ
う
に
取

り
組
み
ま
す
か
。 

答
町
長　
将
来
を
見
据
え

た
対
策
と
し
て「
自
立

し
た
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
」

を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
16
年
一
貫
教
育
や
魅
力
あ
る

農
業
の
推
進
、
高
齢
者
の
生
き

が
い
づ
く
り
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る

世
代
の
人
が
社
会
参
画
で
き
る

仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま

す
。問

私
は
、
町
を
動
か
す
の

は
民
間
か
ら
だ
と
考
え

ま
す
。
住
民
の
力
で
自
分
た
ち

の
社
会
を
変
え
る「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ・オ
ー
ガ
ナ
イ
ジ
ン
グ
」の

考
え
方
が
あ
り
ま
す
が
、
住
民

主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
き
ま
す
か
。

一般質問

石い
し

垣が
き

智と
も

矢や

大人も育つ「共
きょう

育
い く

」を
  地域づくりから始めます

再
質
問
（
一
問
一
答
）

※
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・

　
オ
ー
ガ
ナ
イ
ジ
ン
グ
と
は

　
地
域
住
民
ら
が
協
力
し
合
い

　
共
通
の
利
益
の
た
め
に
行
動

　
す
る
よ
う
組
織
化
を
行
う
こ

　
と
で
あ
り
、ま
た
そ
の
技
法
。

答
町
長　
民
間
主
体
の
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
講
座
や
各
種
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
、

経
験
を
積
ま
れ
た
人
の
話
を
聞

く
こ
と
で
、
自
分
か
ら
町
を
変

え
よ
う
と
す
る
人
を
、
一
人
で

も
多
く
発
掘
で
き
る
取
り
組
み

を
し
て
い
き
ま
す
。 　

問
こ
ど
も
歌
舞
伎
や
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
、
大
社
祭
に

六
把
野
獅
子
舞
な
ど
、
子
ど
も

が
輝
け
る
地
域
教
育
が
存
在
す

る
の
が
、
東
員
町
だ
と
考
え
ま

す
。

　

子
ど
も
が
輝
け
る
ま
ち
づ
く

り
と
、大
人
も
共
に
育
つ「
共
育

」の
推
進
を
ど
の
よ
う
に
取
り

組
み
ま
す
か
。   

答
町
長　
子
ど
も
た
ち
が

さ
ら
に
輝
く
た
め
に
は
、

教
育・
保
育
の
充
実
が
大
事
に

な
っ
て
き
ま
す
。
大
人
が
子
ど

も
の
真
似
を
す
る
よ
う
な
地
域

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

子どもダンスコンテストの様子
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問
題
の
答
え
は
す
べ
て
議
会
だ
よ
り

の
中
に
あ
り
ま
す
。

　

よ
く
読
ん
で
答
え
て
く
だ
さ
い
。

問
１　

平
成
31
年
度
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
の
予
算
総
額
は
。

　
　

問
２　

常
任
委
員
会
は
い
く
つ
あ
る
で

し
ょ
う
か
。　
　
　

問
３　

平
成
31
年
第
１
回
定
例
会
の

一
般
質
問
者
数
は
。

　
▼
応
募
方
法
／
官
製
は
が
き
に
答
え
・

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を

記
入
し
、
ま
た
議
会
へ
の
ご
意
見
、

ご
感
想
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
一
緒

に
記
入
し
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

▼
あ
て
先
／
〒
五
一
一‒

〇
二
九
五

　
　
　

東
員
町
山
田
一
六
〇
〇
番
地

　
　
　
　
　
　
　

東
員
町
議
会
事
務
局

▼
締
切
り
／
令
和
元
年
5
月
31
日

　
　
　
　
　
（
当
日
消
印
有
効
）

※

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
15
人
の

方
に
図
書
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。

議
会
ク
イ
ズ

※

ご
記
入
い
た
だ
き
ま
し
た
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
、
賞
品
発
送
お
よ
び
読
者
の
声

な
ど
の
目
的
以
外
に
は
一
切
使
用
い
た
し
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
行
政
側
に
対
す
る
ご

意
見
・
ご
質
問
な
ど
の
場
合
は
、
そ
の
内
容
に
応
じ
、
担
当
課
か
ら
報
告
ま
た
は
回

答
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。

ま ち の 話 題

東海環状自動車道　東員ICから大安ICまで開通しました

次回の定例会は

令和元年6月3日に
開会予定です。
傍聴、お待ちしています。

　平成31年3月17日に開通セレモニー
があり、東員町議会議員も参列しました。
　東海環状自動車道の開通とともに、新
名神新四日市JCTから亀山西JCT間も
開通しました。
　地域産業の活性化、観光振興、渋滞緩
和や災害時の緊急輸送道路としての役割
が期待されます。
　石井国土交通大臣から「新名神、東海
環状の全線開通に向けて引き続き全力で
取り組む」とあいさつがありました。

一
年
間
が
ん
ば
り
ま
す




